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１　はじめに
当センターでは、 既存の民生機器用電波暗室の他

に、 新たに車載機器 EMC テストサイトを整備し、 EMC

試験機器を導入 ・ 運用している。 これらは、 定期的に

点検・校正を行っているが、 校正後、 次の校正までの

期間は機器の性能管理が十分ではないのが現状で

あった。 我々は、 民生・車載電子機器用 EMC 試験機

器の日常点検の方法を確立して、 機器の測定値の信

頼性の向上を図り、 利用者へのサービスの向上を実現

に努めている。 ここでは静電気試験と電流プローブ法

による車載機器の伝導エミッション試験の日常点検法

について報告する。

２　方法
2.1　静電気試験

静電 気試験は民生 機 器については国際規 格

IEC61000-4-2:20081)で、 車載機器については国際規

格 ISO10605:20142) や JASO D001-943)の他、 自動車

メーカ各社の社内規格などで規定されている。写真１に

ISO10605:2014 に従った静電気試験の配置例につい

て示す。民生機器で卓上にて使用されるものや車載部

品などは、 厚さや材質などが規格で規定されている絶

縁シートを介して水平結合版と呼ばれる金属張りの机

の上に置く。 この試験は、 製品に対して放電ガンを介

して静電気放電を模擬した高電圧を与えたとき、 製品

が誤動作したり破壊したりしないかを確かめる試験であ

る。 放電ガンのリターンケーブルを取り付ける位置は、

規格によって水平結合版に取り付ける場合と、床のグラ

ンド面に取り付ける場合があるので注意が必要であ
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写真１ 静電気試験の配置例 
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る。 また、 水平結合板は、 規格により、 床のグランド面

に直接アースする場合と２つの 470kΩ抵抗を介して

アースする場合があるので注意が必要である。 また、静

電気試験の放電波形は、 規格により放電時の電流波

形で規定されている。

我々は、 これらのことを踏まえて、 日常点検項目とし

て放電電流波形を確認することと、 水平結合板と床

アース間の抵抗値を測定することなどを定めている。抵

抗値も測定するのは、放電ガンのリターンケーブルと静

電気試験機の保護接地や、 試験品の電源回路のアー

ス接地などを介して水平結合板を意図せずに直接接

地してしまう場合があるからである。 試験品の配置後、

試験前に水平結合板と床アース間の抵抗値を測定し

ておけば、 このようなミスを防ぐことができる。

写真２に、 静電気試験機の放電電流波形の確認の

方法を示す。 放電ガンは 1,200mm × 1,200mm の基準

グランド板の中央に取り付けられた電流ターゲットに写

真のように取り付けられる。 また、リターンケーブルも写

真のように基準グランド板に取り付けられる。 電流ター

ゲットの中心に接触放電させると、 放電電流はターゲッ

ト内蔵の 2Ωの抵抗を介して基準グランド板に流れ、 そ

のときの抵抗端の電圧変化を 26dB のアッテネータを介

した同軸ケーブルを通してオシロスコープにて観測す

る ( 電流への変換係数は 10A/V)。

図１に、 放電電流波形の一例を示す。 波形の確認

は、 規格1,2) などに基づき、 規定のエネルギー蓄積コン

デンサ、 放電抵抗、 試験電圧にて接触放電させたとき

の、 ピーク電流、 ピークにいたる電流が 10% から 90％

に立ち上がるのに要する時間 ( 立ち上がり時間 )、立ち

上がり始めから規定の時間後の放電電流が規定の値

に入っているかで判断する。 例えば、 エネルギー蓄積

コンデンサ 150pF、 放電抵抗 330Ω、 試験電圧 15kV

にて接触放電させた場合、放電電流のピークが 56.25A

± 10%、 立ち上がり時間が 0.7ns ～ 1.0ns、 立ち上がり

始めから 30ns 後の放電電流が 30A ± 30%、60ns 後の

放電電流が 15A ± 30% であることを確認している。

なお、 電流ターゲット、 アッテネータ及びケーブルか

ら構成される測定系の挿入損失と DC 伝達抵抗は、

ネットワークアナライザやデジタルマルチメータと直流

電源などを用いて年に１回、 その値を確認することとし

ている。

2.2　電流プローブ法による車載機器の伝導エミッション
　試験

電流プローブ法による車載機器の伝導エミッション

試験は国際規格 CISPR25:2016 4)の他、 自動車メーカ

各社の社内規格などで規定されている。 写真３に

CISPR25:2016 に従った、電流プローブ法による伝導エ

ミッション試験の配置例を示す。 電流プローブ法は、試

験する装置につながるハーネスの規格で規定する位

置に電流プローブを取り付け、 ハーネスを流れる高周

波電流を測定するものである。 我々は日常点検用に図
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写真２ 静電気試験の放電電流波形の確認 
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図１ 静電気試験機の放電波形の例 

 エネルギー蓄積コンデンサ 150pF、放電抵抗 330Ω、試験電圧 15kVにて接触放電 
 波形より、ピーク電流 61.2A、電流立ち上がり時間 862.5ps、30ns 後の電流 34A、
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２に示す電流プローブ用測定ジグを作製した。 この測

定ジグを写真４のように、 電流プローブに取り付け、

20dB のアッテネータを介して日常点検用発振器 （コム

ジェネレータ） に接続し、そのときの決められた周波数

の信号の強度を測定用受信器にて確認することにより、

日常点検を行っている。 なお、 自動車メーカで要求さ

れる電圧プローブ法の日常点検では、 電流プローブを

取り付ける代わりに、 このジグの抵抗 51Ωの両端を電

圧プローブでプロービングすることにより日常点検を

行っている。 また、疑似回路網を用いた電圧法の場合

には、 電流プローブ測定ジグの代わりに、 疑似回路網

の校正ジグ ( 自作 ) を取り付けることにより日常点検を

行っている。

図３に日常点検用発振器の信号強度のスペクトルの

一例を示す。 日常点検用発振器は図のようにある決

まった周波数の整数倍の周波数成分を持つ。 日常点

検手順として、 これらの周波数のうち、 ある特定の周波

数 （例えば、 周波数帯域が 30 ～ 300MHz のバイコニ

カルアンテナでは、図４に示す 40MHz の他、97.5MHz、

297.5MHz） を定めて信号強度を測定しており、その値

がある一定の値の範囲 （標準偏差の 2 倍の値を基準

に日常点検手順で決めた範囲で、 図４の場合では

69.75 ± 1.0 dBμV） に入るかを確認している。
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写真３ 車載機器の伝導エミッション－電流プローブ法の配置例 

a: 試験する装置、b: 電流プローブ、c: ハーネス、d:疑似回路網 
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写真４ 車載機器の伝導エミッション－電流法の日常点検法 

a: 電流プローブ、b: 電流プローブ用測定ジグ、c: アッテネータ、d: 日常点検用発振
器(コムジェネレータ)  
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写真３　�車載機器の伝導エミッション－電流プローブ
法の配置例

a: 試験する装置、 b: 電流プローブ、 c: ハーネス、 d:

疑似回路網

写真４　�車載機器の伝導エミッション－電流法の
日常点検法

a: 電流プローブ、b: 電流プローブ用測定ジグ、c: アッ

テネータ、d: 日常点検用発振器 （コムジェネレータ）
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図２ 電流プローブ用測定ジグ 
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図３ 日常点検用発振器の信号強度の周波数依存性 

図２　電流プローブ用測定ジグ 図３　日常点検用発振器の信号強度の周波数依存性
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３　結果
これらの日常点検を行うことにより、静電気試験では、

水平結合板のグランド線の断線や放電抵抗の取り付け

不備、 電源ライン回路による短絡などの不良を発見す

ることができた。 また、 放射・伝導エミッションの日常点

検では、アッテネータの焼損、コネクタの接触不良、電

源アダプタの接触不良などの不良を発見することがで

きた。

４　まとめ
民生 ・ 車載電子機器用 EMC 試験機器の日常点検

の方法を確立して、機器の測定値の信頼性の向上を図

り、 利用者へのサービスの向上を実現に努めている。

日常点検の実施により、試験機器や試験設定の不良を

早急に見つけることができるようになった。
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周波数： 297.5 MHz
平均値: 69.75 dBV/m
標準偏差: 0.48 dB
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